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高い志を持ち、グローバルで持続可能な社会を創造する人間の育成
　　　◆ 主体的に学び、夢や希望の実現に挑戦できる実践力のある人を育てる。
　　　◆ 自己の才能や可能性を最大限に発揮し、生涯にわたって自己を高め、学び続ける人を育てる。
　　　◆ 豊かな心と健康な身体を持ち、生命を尊重する心身ともに健康な人を育てる。

（４点満点）

○学校評議員として学校行事（学校祭）を見ることができたことは、学校の様子がわかり良かった。
○普段から意識して地域に対して気配りしていただいていることに感謝している。

A地域関係機関との連携による、諸活動（ボランティア等）に積
極的に参加できる環境づくりに努めている。

ＰＴＡや同窓会、地域の関係機関との連携・協力が図られ、開
かれた学校づくりが推進されている。

協働意識
と課題の
共有

前年度の反省に基づき、目標達成状況や学校運営改善のた
めの課題の共有を図っている。

A A
前年度踏襲にこだわらず、職員の協働体制のもと、生徒・保
護者・地域の信頼と期待に応えるべく教育活動を展開してい
る。

A A A

○学校生活を自主的に楽しそうに送っている姿は評価できる。
○生徒たちと向き合い色々な取組を行っていると感じた。

組織運営

地域連携
の状況

保護者や地域への積極的な情報提供（通信・ＨＰ）に努め、積
極的に意見や要望を学校運営に反映している。

・より良い白石高校を創造するため、教
職員が協力して学校課題を解決してい
ける体制づくりを大切にする。
・改善に資する会議や研修会により、教
職員間の情報交換を活発におこなうこと
で共通理解の深化を図る。
・教職員間のコミュニケーションを密に行
うことにより互いに知恵を出し合い、それ
ぞれの得意を活かしより良い方向性を
見出す集団の構築を図る。

A A

A

○将来を見据えた指導や支援について、個別指導の大切さを痛感している。
○面談等をとおして、相談にのっていただける面は良いと思う。

特別活動

行事・部活
動の状況

学校行事や生徒会活動の活性化に努め、生徒の主体的な参
加を促進するとともに、生徒の豊かな人間性が育成されてい
る。

・計画どおりの行事が実施できた。さらに
時代にマッチした新しい形での行事のあ
り方について見直す機会とする。
・スマホの利用マナーや頭髪・指導等に
ついて教員と生徒会でのルールづくりや
自治活動の取組をさらに行う。

A A A

部活動と学習の両立が図られるよう指導されている。

学校行事や部活動の精選、工夫、改善に努めている。

A A
生徒の進路実現に向けた科目選択や講習等の充実を図って
いる。

保護者との連携を十分に図った進路指導の推進している。 A A A

A
生徒と共感的な人間関係が構築されている。

生徒の安心・安全を担保できる環境の構築と健康・安全・性
に関する指導を積極的に行っている。 A

○家庭と学校が協力して、社会人になったときに困ることがないように、最低限のルールを守ることを指導する必要がある。
○日常生活での安心・安全及び防災危機意識の醸成等への取組は評価できる。

進路指導

キャリア教
育推進の
状況

生徒の進路意識を啓発し、将来の展望を明確にするための
キャリア教育の充実を図っている。進路実現に向けた講習の
充実を図っている。 ・大学受験等の変化に伴い情報収集に

努め、進路シラバス等を活用し、生徒意
欲を高める指導を行う。
・三年間の見通しを持ち、保護者の協力
を得ながら、各年次ごとに一貫した進路
指導に努める。

B

A

A A

A
生徒指導に関して、教職員の共通理解・実践が図られてお
り、性情報が共有されている。

教育相談
の状況

生徒の抱える悩みや問題の早期発見及び問題が発生した場
合の対応が適切に行われている。

・担任・保健室との情報交換を密にし生
徒観察や声かけ、保護者との連携を密
にする。
・様々な事情や不安・悩みを抱えた生徒
が増加しＳＣや外部機関との連携を図
る。２人担任を活かし、いじめの未然防
止や早期発見に努める。

A A

家庭学習の習慣化に努めている。 A B A

○家庭学習の習慣が、徐々にではあるが身についている点は評価できる。
○家庭学習の習慣が定着するために、Classi等を活用する取組は効果がある。

生徒指導

生徒指導
の状況

挨拶・身だしなみ等、基本的生活習慣確立のための指導がさ
れている。 ・本校で育成すべき生徒像について、研

修等を通じて共通理解を図り、一貫した
指導体制を再構築する。

B

改善の方策の
適切さ小項目

教育課程・
学習指導

教育課程
等の状況

教科シラバスについて教員全体で理解され学習方法・評価等
について適正な実施につ努めている。 ・三年間を見通した学習指導の実践によ

り生徒の学習意欲と学力の向上を図る。
・育成すべき資質・能力や学習意欲の喚
起等の共通理解を深め、目標を共有す
る。
・学業優先し部活動とのバランスをとりな
がら文武両道を図る。

A A A
学力向上に向け、授業アンケートを実施し積極的に授業改善
に取り組んでいる。
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